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例会場／岡山市北区駅元町1-5 ホテルグランヴィア岡山
例会日／毎火曜日　12:30～13:30

理 事 ・ 役 員
2024．７～2025.６

週報
2024-2025年度国際ロータリーのテーマ

2024-2025年度国際ロータリー第2690地区のスローガン

未来への架け橋をつくろう
2024-2025年度岡山北ロータリークラブのスローガン

仲間との経験を増やそう

会員増強・退会防止（理事）� 中　山　賢太郎
広報（理事）� 宮　井　　　宏
奉仕プロジェクト（理事）� 永　山　雅　己
ロータリー財団（理事）� 馬　場　幸　三
親睦活動� 正　保　宏　倫
プログラム� 廣　野　景　治
直前会長� 岸　本　達　也
次期会長� 高　畠　　　浩

会　長（理事）� 髙　橋　茂　樹
副会長（理事）� 橋　田　歳　行
幹　事（理事）� 牧　本　太　郎
副幹事� 堀　川　洋　子
会　計� 安　原　孝　則
S.A.A.（理事）� 吉　田　穣　人
副S.A.A.� 難　波　佳　那

本日のメニュー：夜間例会特別メニュー
次回のメニュー：ヘルシーランチ（洋食）

スケジュール
出席の状況
　会 員 数　53名（出席免除者0名）
　　　　　　出席者数　32名
　　　　　　欠席者数　21名
　出 席 率　60.38％

ゲスト
　米山奨学生� チョウン ヒエン ヴーン 様

前回２月４日の例会記録

「傘寿を迎えて」
� 皆　木　英　也 会員
「喜寿を迎えて」
� 山　本　和　秀 会員

「創立記念夜間例会」
�

No.2628　2025．２．18．　　第 25 例会

25日㈫　12：30～例会
２月　平和構築と紛争予防月間

４日㈫　12：30～例会
　　　　13：40～第9回理事役員会
８㈯～９日㈰　PETS（ANAホテル米子）
11日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
18日㈫　12：30～例会：PETSの報告
25日㈫　19：00～岡山北RC・総社RC・岡山北西RC
� 合同花見夜間例会（岡山城）

３月　水と衛生月間

次回２月25日のプログラム

カンボジアで小学校とお寺からいただいた感謝状



１．本日スマイルチケットを購入の方に配付しております。
２．2月のロータリーレートは1＄＝154円です。
３．次週2月11日（火）の例会は定款第7条第1節により、取消しとなっておりますので、よろ

しくお願いいたします。
４．公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より確定申告用寄附金領収証が届いておりますの

で配付しております。
５．本日例会終了後13：40より3F「ルビーの間」において「第8回理事役員会」を開催いたし

ますので、理事役員の皆様はご出席下さい。
６．ガバナー月信Vol.8を配付しております。
７．財団室NEWS2月号、コーディネーターNEWS2月号、他クラブ週報を回覧いたします。

幹事報告

髙橋君：新天地育児院 山本様お越し頂きありがとうございます。
　　　　岡山北RCゴルフコンペで久しぶりに優勝させて頂きました。同伴の皆様に感謝致し

ます。
牧本君：山本様、おこしいただきありがとうございます。よろしくお願いいたします。
上野山君：誕生日のお祝いありがとうございます。
宮井君：カンボジア国際奉仕事業団のみな様、ありがとうございました！
　　　　新天地育児院、山本様の卓話を楽しみにしております。
平野君：本日は、誕生日のプレゼントをありがとうございます。
　　　　今月で一年がたちましたが皆様の支えで無事に向かうことが出来ました。これからも

宜しくお願いします。
馬場君：カンボジアから無事帰国しました。
　　　　皆様カンパをありがとうございました。楽しく勉強になる旅でした。
三宅君：髙橋会長はじめ カンボジア奉仕事業団の皆様 お帰りなさいま

せ。お世話になりました。
谷本君：皆様のご支援頂きましたカンボジア事業、全員健康で無事事業

遂行できました。ありがとうございました。
　　　　誕生日のお祝いありがとうございます。
廣野君：カンボジア無事帰ってまいりました。3月4日の例会プログラム

にて報告会を行います。
　　　　新天地育児院山本様 本日はよろしくお願いいたします。
吉田君：山本様 本日の卓話を楽しみにしております。

Ｓ．Ａ．Ａ．

会長挨拶
　皆さまの協力のもと、無事6名、事故も無くカンボジア国際奉仕事業から帰ってきました。
ありがとうございました。カンボジアのロータリークラブ会長・副会長との会食も含めて、3
月4日の例会で事業報告をさせていただきたいと思っております。
　本日は、社会福祉法人　新天地育児院　山本様にお話をいただきます。本年度の事業はこれ
からです。事業の参考にさせていただきます。どうぞ宜しくお願い致します。
　今日は、ロータリーとは直接関係は無いのですが、カンボジア、シェムリアップの最終日の
事を少し話させていただきたいと思っています。
　コロナ前、我々の住宅業界は総じて好調で、東南アジアへ進出する会社が少しずつ出てきて

いました。私も当時ベトナムに目をつけて何度もベトナムに人脈づくりの為通っていました。そんな折、情報収集で、
東南アジアで独立して活躍している日本人の番組を数多く見ている中で、20歳の女性がバックパッカーで訪れたカン
ボジアで「胡椒」に魅せられて独立開業して活躍しているYouTubeを見た事を、カンボジアについてから思い出し、シェ
ムリアップのガイドさんに伝えた所、仲良しですよと。
　木下れいなさんという女性で、レイズショップカンボジアというカンポットペッパーの専門
店を開業されています。
　ガイドさんに連れていっていただいて、交流の機会をいただきました。コロナで大変だった
ようですが、欧州（ドイツ）で、カンポットペッパーを使った料理店を10店舗展開する目標に
向かって走られていました。
　今回は、事業でカンボジアに行かせていただきましたが、たまには東南アジアで日本には無
いエネルギーを感じるのも必要だなと感じました。

幹事報告

出席報告

スマイル報告

米山奨学生ヴン君
1月分の奨学金授与

お祝い行事進行の
河口会員

2月のお祝い行事
誕生日 福嶋会員



国際奉仕委員会　委員長　　谷本　　章　会員

　カンボジアでの奉仕事業を無事終了し、帰国しました。皆様のご支援のカンパ
ありがとうございました。
　気持ちだけのお土産ですが、このクッキーはカンボジア人の生活を支援するた
めに日本人が開発し、現地の材料で現地の人たちが作っているものです。

委員会・活動報告

「愛されたことが　心の底に残るように」
1．ごあいさつ
　昨年は、施設を卒業する子どもたちに、写
真館で写真を撮っていただき、また、子ども
たちと一緒に施設の清掃活動の後にＢＢＱを
していただきました。岡山北ロータリークラ

ブの皆様には様々な形でご支援いただき、職員と子どもたちを代
表し、心から御礼申し上げます。

2．子どもについて「児童養護施設　新天地育児院」の紹介をさ
せていただきます。
　まず、写真を見ていただきたいと思います。私が担当している
男の子ホームの、今年度上半期の様子です。
　「新天地育児院」では、親元で暮らせない子ども達が、暮らし
ています。赤ちゃんポスト、親御さんとの死別、親御さんの逮捕、

虐待、育児放棄、
親御さんの精神疾患や困窮など、子どもが保護され
る事情は様々です。
　みな、健気で気丈に生活していますが、共通して
皆、小さな身体に、計り知れない寂しさや不安を背
負っています。「お父さんに会いたい」と泣く子も
いますし、逆に「おうちには帰りたくない」と言っ
て泣く子もいます。

3．体制について
　新天地育児院では、子どもたち20人が暮らしてい
ます。3つの「ホーム」と呼ばれる、それぞれ独立
したユニットに分かれ、家庭的で暖かい暮らしを目
指しています。

社会福祉法人　新天地育児院　院長　　山　本　土生夫 様 

「新天地育児院の紹介　～愛されたことが、心の底に残るように～」



　職員は現在22名。みな穏やかで、献身的な者たちです。そのうち、住み込み職員が、私も含め5名
おります。
　今朝も、朝子どもたちを起こし、一緒に食事をし、歯磨きをしてあげて学校へ送り出し、掃除洗濯
をしてきました。そして、このあと、学校から帰ってくる子どもたちを迎え、宿題をやり、お風呂に
入れ、夕飯。絵本を読んで、寝かしつけます。そして夜な夜な、会計処理をし、補助金や給与計算を
します。休みの日も、朝晩は必ず職場へ戻るようにしています。

4．お伝えしたいこと
　①新天地育児院のＤＮＡ
　新天地育児院の価値観、生命観の根底には、キリスト教精神が流れています。
　それはすべての命は等しく、「神の尊い贈り物」だという生命観です。生まれが、育ちがいいから、
何かができるから、ということではありません。
　保護される子どもたちは様々です。しかし、それがどんな子どもでも、ありのまま、無条件で愛し、
ゆるし、受け入れる。これが新天地育児院のＤＮＡです。

　②新天地育児院の方法と目標
　私たちは、子どもたちと生活をしているのですが、その暮らしを、楽しく、豊かで、暖かいものに
したいと、願っています。これが私たちの方法です。
　そして、温もりある、暖かい暮らしの中で、子どもたちが家庭を再体験することができるように。
その暮らしの中で、子どもたちの心が癒され、「生まれてきてよかった」「僕には希望がある」「明日
も頑張ろう」という気持ち、「自信と、自立のエネルギー」が育まれること。これが、私たちの目標
です。
　「人は愛されることによって平安を得、愛することによって満足する」
　子どもたちを愛すること。そして、その「愛されたことが、心の底に残るように」。そして、今度
は君たちが、人を信じ、人を愛し、孤独な人に寄り添い、困っている人を助け、地域に貢献していく
のだよと、子どもたちに伝えていきたいと思っています。

【お願い】
北ロータリークラブの皆様へ。
　一人の地域住民として、日頃からの社会奉仕活動に、感謝と敬意を申し上げます。日本国全体では
年間20万件、岡山市にも年間1000件の虐待通報がございます。新天地育児院は、保護を必要とする子
どもたちを受け入れることで、この町に貢献したいと考えてお
ります。
　どうか皆様には引き続き、私どものような小さな事業所や、
里親家庭でひっそりと暮らしている子どもたちが多くいるこ
と、また、保護される手前の、今まさに貧困や虐待などで苦し
んでいる子どもたちが、この町にも沢山いることに、どうか引
き続きご理解いただき、ご協力を賜りますよう、心からお願い
申し上げます。



特別寄稿特別寄稿

　石巻釣石神社の岸浪宮司さんから植樹した樹の写真とメッセージが届きました。転送させていただ
きます。（創立45周年記念事業　元会員山崎剛様より）

震災支援の榊は、青々とした立派な榊に成長しました。
祭典時の玉串として剪定し使わせていただき重宝しております。
そのたびに山崎様を始めロータリークラブの皆さんもここにいて、神前に玉串を捧げてもらって
いる感覚でおります。
永遠に枯れることはないと思います。
こちらに来られる機会がありましたら是非とも見て頂きたいと思います。
これから益々寒さも厳しくなってきますのでご自愛下さいませ。
� 釣石神社　岸浪



�
会報委員会：宮井　宏、上野山剛、松田次歳、内𫝷隆文


